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１．序章 

筆者がこのテーマを選定した理由は、筆

者にとってファッションが、自己表現、自己

肯定感、アイデンティティの確立などに大

きく関わり、人生を明るくしてくれたから

である。現代では自らの意志で服装の選択

をすることができる自由な社会である。フ

ァッションで自分らしさを表現できること

でアイデンティティの確立に繋がり、それ

は、権利保障がなされて自由の権利の獲得

が実現したことで、権利の行使が可能にな

ったからなのではないだろうか。本論文で

は、ファッションとアイデンティティの確

立の関係性をファッション行動の側面から

明らかにし、若者の発達、アイデンティティ

の確立の過程において、どのように権利保

障と結びついているのかを検討することを

目的としている。 

２．身分とファッション及び権利保障 

第１章ではファッションとファッション

行動の定義を行い、ファッションの変遷か

ら社会的位置づけを整理し、ファッション

と権利保障の関連について言及した。ファ

ッションの変遷を見るとファッションの役

割と社会的位置づけが変化しており、自由

なファッションの重要性がより高いものと

なっていることが確認できた。現代におけ

るファッションはアイデンティティをも反

映するものとなったことが明らかとなった。 

３．ファッションによるアイデンティ

ティの確立と権利保障 

第２章ではファッション行動が権利保障

の上で成り立っていることが確認できた。

基本的人権、自己決定権や表現の自由、生存

権は日本国憲法や子どもの権利条約などに

も規定され、人が平等に持つ権利として保

障されている。「他でもない私」として生き

る権利が保障されているからこそ、自由で

豊かな、自分らしい「ファッション行動」を
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行うことができる。また、青年期にアイデン

ティティの確立が発達(エリクソン 1959：

134-139)し、その発達過程におけるアイデ

ンティティの確立にファッションが重要な

役割を果たしていることも先行研究から明

らかとなった。岡林誠士(2017)は、「ファッ

ション行動」はアイデンティティの形成に

大きな役割を果たすということ、アイデン

ティティ獲得の過程において「ファッショ

ン行動」が影響することを明らかにしたが、

アイデンティティの確立の有無と「ファッ

ション行動」との関係は結びつけていなか

った(岡林 2017：13-21)。 

４．ファッションによる若者のアイデン

ティティの確立と「高揚感」及び権利保障 

第３章では、アイデンティティの形成度

から「ファッション行動」の活動度と「高揚

感」の関係性を考察した高田葉子(2013)と

新井葉子(2015)の先行研究を確認し、権利

保障の視点からファッションとアイデンテ

ィティの確立について検討した。前者の調

査データから、アイデンティティの形成度

が低い学生もファッションに対して「高揚

感」を大きく感じていることが分かった。

「ファッション行動」を自由に行う権利を

一人ひとりが平等に持っており、自由な「フ

ァッション行動」から「高揚感」が生まれる

ことは、権利の象徴だと考える。後者の調査

データから、アイデンティティの形成度が

低い学生はファッションで体型やサイズ感

を考慮しながらも、「自分らしさ」を重視し

ていることが分かった。「自分らしさ」を表

現するファッションの在り方に体型は関係

なく、その選択の自由は、権利保障の上で平

等で自由の権利として保障されていること

を証明している。 

５．終章 

若者が発達過程において衣服を好きなよ

うに着ることは、「他でもない私」が行う自

由な「ファッション行動」であり、「ファッ

ション行動」によって自分らしく自己表現

を行うことは「高揚感」につながり、アイデ

ンティティの確立を助長しているというこ

とである。自分らしく自由に生きていくた

めには、服装も「自分らしさ」を重視して自

由に選ぶことが必要であり、自分らしい表

現を行うことは人間の尊厳であること、自

分は「他でもない私」であるというアイデン

ティティの確立の過程における、自由な選

択をする権利の保障と必須の関係があるこ

とが明らかとなった。 

本論文の限界は、貧困家庭で衣服を購入

することができない若者を含めていない点、

職業や校則などによって服装の規定が設け

られ制限されている場合を含めていない点

である。 
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